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A:『 ∟
 

(1) 清 邵志琳 ( ) 編『呂祖全書』[六十四卷、二十七冊、 年]
弟四十九卷(弟二十三冊)『先天虛無太乙金華宗旨』 

(2) 清 陳謀編／修補 呂祖全書宗正』十八卷 (九冊) 第十卷(第七冊)『先天虛
無太乙金華宗旨』 

(3) 清 蔣元庭 (予蒲 ) 編 全書正宗』十六卷 第二卷『孚

佑上帝天仙金華宗旨』 
(4) 清 蔣元庭 (予蒲 ) 編 道藏輯要 』( 室集 ), ca. 

『金華宗旨』(道藏輯要) ∟ 清 賀龍驤 彭瀚然、閻

永和編 重刊道藏輯要』(二仙菴, ) . 
(5) 清 閔一得 ( ) 編 道藏續編』二十三種（四冊 第一

種 (第一冊) 『呂祖師先天虛無太一金華宗旨』 
(6) 姚濟蒼(合道子) 編印『太乙金華宗旨』書名為 長生術』  
(7) 湛然慧真子編印並注『太乙金華宗旨』書名為 長生術續命方合刊』  

 
 

B: 邵志琳  編『呂祖全書』四十九卷『先天虛無太乙金華宗旨』  
 

(序 1) 呂祖全書先天虛無太乙金華宗旨小序 [邵志琳小序 乾隆乙未 (一七七五年)] (
'  

 
┘

 
(序 2) 孝梯王宗旨原序 ( ) 
(序 3) 許旌陽宗旨原序 ( ) 
(序 4) 孚佑帝君宗旨自序( ) 
(序 5) 張三丰宗旨原序 ( ) 
(序 6) 邱長春真人宗旨原序( ) 
(序 7) 譚長真真人宗旨原序 ( ) 
(序 8) 王天君宗旨原序 ( ) 
(序 9) 潘易菴 (乾德) ( ) 
(序 10) 劉度菴(乾善) ( ) 
(序 11) 許深菴(乾亨) ( ) 
(序 12) 顧旦初(日融) ) 
(序 13) 莊惺菴(乾微)( ) 
(序 14) 屠宇菴 (乾元) ( ) 
(序 15) 張爽菴(坎真) ( ) 
 

 
(附 1)譚真人垂示五則 (a) 開宗闡教 (b) 淨明源流 (c) 太乙法派 (d) 戒律 
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2
(附 1)邱真人垂示二則 (a) 行持(b) 授記 (a) の行持 積 焦Ⅴ 倫

理的文 『太上感應鴻文』 暗誦 『斗母心咒』 『天皇心咒』 日 諷誦 、

天尊 九 天君 神 暗誦 成 立  

 
' @ B
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， ， ， ↓。

┷ 說， レ ″ ， さ ，

♪ ， Ⅵ ┷， ， ┷ ㍗ ，

閱 ， ， ┘Ⅵ

， っ ， 斟酌盡善，何可仍張君

原訂，漫無區別也。 ， ┷ 說， Ⅵ

， 。其中有立言似非正大，字句涉於舛訛者，悉皆刪正之。庶使

後學諸賢， 祖師的要旨，而推類以盡其餘也。設有責以妄易成書者，予亦何

敢辭其罪乎。 
 

 
B-2 淨明源流」 譚真人垂示五則  

┷ Ⅵ

 
 

┷ 黃元吉

セ

 
 
B-3 太乙法派 譚真人垂示五則  

真人曰: 金華太乙之傳，另有宗派，以純陽聖祖為第一代開宗大道師。此三教中大綱
領，仙釋中真骨髓也。在壇弟子，俱依乾坎艮震，巽離坤兌為次。 

 
┷ ㈫
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C: 清 陳謀編／修補 呂祖全書宗正』十八卷  (九冊 ) 第十卷 (第七冊 )

『先天虛無太乙金華宗旨』  
 

(序 1) 孝梯王太乙金華宗旨原序  
(序 2) 許旌陽真君太乙金華宗旨原序  
(序 3) 孚佑帝君太乙金華宗旨自序 
(序 4) 張三丰師太乙金華宗旨原序 
(序 5) 邱長春真人太乙金華宗旨原序 
(序 6) 譚長真真人太乙金華宗旨原序 
(序 7) 王天君太乙金華宗旨原序  
(序 8) 屠宇菴題太乙金華宗旨緣起 [金華嗣派弟子屠乾元  オ ] 
(序 9) 通宵子金華宗旨識 [嗣派弟子通宵] 

 

 
神霄待宸譚長真真人宗旨垂示 (目次 「譚真人垂示」 省略 載

垂示 次 二Ⅴ 含  (a) 開宗闡教 (b) 太乙金
華源流 )  

 
D: 清 蔣元庭  (予蒲 ) 編 全書正宗』十六卷   

第二卷『孚佑上帝天仙金華宗旨』  
 

(序 1) 天仙金華宗旨自序 [呂嚴]  
(序 2) 宏教弟子柳守元  
(序 3) 列聖寶訓題辭 [(a) 孝梯王; (b) 許旌陽 (c) 張三丰 (d) 邱長春 (e) 譚長真 (e) 王天
君] 

 
ぺ

 
ぺ

 
(跋 1) 天仙太乙金華宗旨後跋 [嗣派弟子通宵]] 
(跋 2) 天仙太乙金華宗旨後跋 [金華嗣派弟子宇菴屠]  
(跋 3) 天仙太乙金華宗旨後跋 [待濟弟子志秋] 

 
D-1 「凡例」 正宗  

《金華宗旨》、後教外別傳，天仙的派，非僅淨明之道，如《宗教錄》等書也。學

者非伐毛洗髓，深得金丹三昧者，未必能知此書之妙也。 
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D-2 天仙太乙金華宗旨後跋  (志秋) 

金華之關於道妙者固鉅，而深得宗旨則為尤鮮。此非天仙之傳不足以明之，更非天

仙道祖不克以示茲妙典也。 
 

㈫

 
 

D-3 ㊓  ( ) 
因思孚佑帝君名天仙派，必有留傳字句。詢之惠覺，蒙敬述云:昔聞有二十子曰:寂然
無一物，妙合於先天，元陽復本位，獨步玉京仙。并告小子志秋曰: (…)我孚佑帝師
天仙之始祖也，宏教恩師天仙之二祖也。子其敬誌之。 

 

て 蔣

ヤ

↓ 等

 
守元 て

 
 

D-4 ∟ さⅤ
『金華宗旨』 、元 、江蘇 太乙金華派 徒弟たちの毘陵壇 、

年 起 扶乩 示 成果 。 
年、二回目 示 後、屠乾元 記 、張坎真 編集

。 時Ⅴ 二十章 成 立 。 
年、邵志琳 編纂 、『金華宗旨』 呂洞賓 宗旨 提供

十三章構成 。呂祖 祭 、呂洞賓 道教 表現 考

高官 文人 間 流布 、 十三章形態 。恐

、邵志琳 陳謀 編者 、 意見 持 思 。  
年 、蔣元庭 呂洞賓 、 ┷ 系 認 天仙派 扶

乩壇 設立 連合 。 
天仙派 『太乙金華（派 ）宗旨』 元 書名 私的 活用 、『天仙（派

）金華宗旨』 。 、扶乩 『金華宗旨』 文 受

流布 、太乙金華派 同等 威 示 。 
第三、第四版 編者 蔣元庭 主張 、「 ┷ 正統 士 」

天仙派 徒弟 、 明道 太乙金華派 徒弟 間

的 競 跡 示 。後者 系譜 「 真教南北 宗」 違

示 。蔣元庭 、次 示唆 。『金華宗旨』 太乙金華

派 文 、 『 明宗教 』 、 明道 文

、 。 文 （『金華宗旨』 『 明宗教 』 ） 、 明道 分

派 占的 。天仙派 人 思

、 主張 。 
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E: 清 閔一得 ( ) 編 道藏續編』二十三種（四冊

第一種  (第一冊 ) 『呂祖師先天虛無太一金華宗旨』  
 

序 金蓋山人龍門第十一代閔一得 道光辛卯(一八三 )( オ E ) 
 

@蔣侍郎元庭 先生輯 閔一得訂政B

オ *

E-1陳銘珪『長春道教源流』卷六  b  
世稱龍門、臨濟半天下，謂釋之臨濟宗，道之龍門派也。 
 

E-2 閔一得 「呂祖師先天虛無太一金華宗旨」 道藏續編』 a-b  
道祖孚右帝君、興行妙道天尊，志在普度，懷有醫世鴻願，乃體『先天虛無太一金華宗旨』

十字玄義，著書十有三章，以作後學醫世張本。文由是成，教有是授，天尊玄旨蓋如此。

(…) 是書道旨、孚右帝君初證道果，四大已化，未及醫世，乃著詩三章，題曰『至教宗
旨』。宋元之際，業已梓布，其次章，即是書「逍遙訣」也。是書出於康熙戊辰歲，演成

於金蓋龍嶠山房，實為陶靖菴、黃隱真、盛青崖、朱九還、閔雪簑翁、陶石菴、謝凝素，

諸名宿，皆醫世之材。 

E-3  
是書出於康熙戊辰歲，金蓋龍嶠山房宗壇所傳，本山先哲陶石菴先生壽諸梓。 

 
E-4 「陶石菴先生傳」『金蓋心燈』 卷 b  

(…)上承呂衛之宗，不替邱王律派 
 

㈫

  
 
E-5 「泄天機」 道藏續編』  b  

醫世一宗、律宗之枕祕。(…) ， ， ゥ

。 
 

ゥ  
 

E-6「呂祖師先天虛無太一金華宗旨」 道藏續編』 b  
， 。 Ⅵ ， ，

。 、 ┷ ， 。 ， 閱 “
， ┫。… 

， ， “ ，

， 。 
 

オ

┷ ぜ
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て ∟

石菴 ?  
 

E-7 「皇極闔闢仙經」 道藏續編』 b  
，

《 說 》， ┷ ？ ，

ま ， ， 、

、 ， ， ， ，

， ┞  
(…) 絕 ， ザ 《
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